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この印刷の一部には水質保全に有効な
水なし印刷方式を採用しています。

環境にやさしい大豆油インキ
を使用しています。

古紙パルプ配合率100％
再生紙を使用しています。

広報紙の発行月に1歳、2歳、3歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を掲載します。写真裏面にお子さんの
氏名（ふりがな）、性別、生年月日、住所、保護者名、電話番号を明記し、20字内のコメントをつけ、前月の末
日までに送ってください。応募多数の場合は先着順とします。なお、応募された写真は返却できません。
【送り先】　〒716－8501（住所不要）高梁市役所　広報たかはし「すこやかスマイル」係

 川  上   凌 輝   ちゃん
かわ かみ り く

（成羽町成羽）
平成１７年５月３１日生まれ

「いつも元気なりっくんで
～す！よろしくね�」

 川  西   琉 杏   ちゃん
かわ にし る あん

（川面町）
平成１７年５月３日生まれ

「笑顔で元気いっぱいな琉
杏�のびのび育ってね☆」

 北  添   碧 大   ちゃん
きた ぞえ あお と

（落合町阿部）
平成１６年５月１９日生まれ

「何をしてても食べちゃい
たいくらいかわいいヨ�」

 黒  川   久 子   ちゃん
くろ かわ ひさ こ

（高倉町大瀬八長）
平成１６年５月３０日生まれ

「やんちゃ娘の久子。素敵
な女の子になってね�」

 坂  上  
さか うえ

 彰 紀
しょう

   ちゃん

き

（奥万田町）
平成１６年５月５日生まれ

「車が大好きな彰紀。い
つも笑顔をありがとう」

 �  橋   彩 音   ちゃん
たか はし あや ね

（備中町布瀬）
平成１７年５月１８日生まれ

「あーちゃんスマイル。元
気に大きくなぁれ!!」

 赤  木   彩 海   ちゃん
あか ぎ あや か

（川上町仁賀）
平成１６年５月２２日生まれ

「あと少しでお姉ちゃん。
お世話が楽しみだね！」

 池  田   花 音   ちゃん
いけ だ か のん

（川上町地頭）
平成１５年５月２４日生まれ

「花音�一生、サランヘ
ヨ (  ̂  _  ̂  )V 」

 池  田   可 憐   ちゃん
いけ だ か れん

（川上町地頭）
平成１７年５月１日生まれ

「お兄ちゃんが大すき�仲良
くミニカーで遊んでます！」

 榎  並   由 華   ちゃん
え なみ ゆい か

（備中町西山）
平成１７年５月３日生まれ

「いつも素敵な笑顔をあ
りがとう�」

 大  橋   優 真   ちゃん
おお はし ゆう ま

（中井町西方）
平成１６年５月２日生まれ

「早くじいちゃんとユンボ
に乗りたいな…�」

 角 　 葵 美   ちゃん
かど あい み

（落合町阿部）
平成１７年５月１３日生まれ

「葵美の笑顔が我家の
太陽です」

 瀧  川  渚生    ちゃん

たき がわ しょう

（成羽町成羽）
平成１６年５月３１日生まれ

「笑顔が素敵な渚生くん。
これからも癒してネ�」

 乘  越   美 咲   ちゃん
のり ごえ み さき

（津川町今津）
平成１６年５月１８日生まれ

「アンパンマン大好き！おち
ょうしもののみぃちゃん」

 東 
ひがし

　 留 那   ちゃん
る な

（原田南町）
平成１６年５月１２日生まれ

「これから、るかといっぱ
い遊んであげてね�」

 藤  原   里 菜   ちゃん
ふじ わら り な

（成羽町成羽）
平成１７年５月４日生まれ

「りーちゃん、初めてのお
誕生日おめでとう�」

 矢  吹 
や ぶき

 駿 
しゅん

 太 郎   ちゃん
た ろう

（横町）
平成１６年５月７日生まれ

「我が家の暴れん坊将軍。
ワルかわいい宝物�」

 山  口   皓 平   ちゃん
やま ぐち こう へい

（落合町阿部）
平成１６年５月３０日生まれ

「じぃじ、ばぁば大好き�
いっぱい遊んでネ�」

 渡  邉  菜  々  子   ちゃん
わた なべ な な こ

（落合町阿部）
平成１６年５月１４日生まれ

「アンパンマンとしゃぼん
玉、砂遊びが大好きなの」

登　　校　　 作：児島虎次郎（１８８１－１９２９年）　
　　　　　　　　制作年：１９０６年（明治３９年）　　　油彩・キャンバス　１３３.０×１１１.５�

�

～平和への祈りをこめて～
　真新しい制服に大きなランドセルの子どもたちが町を行く、そんな光景に春の訪れを実感しま

す。入学式から早や１ヵ月、新入生やご家族の皆さんは生活のリズムを整えつつある頃でしょう。

そこで今回は、成羽町美術館から、児島虎次郎 学生時代の代表作《登校》をご紹介します。

　本作品は、東京美術学校研究科の頃、帰省中に倉敷で描かれたといわれています。朝日漏れく

る木立の中、学舎を目指す少女たちが愛らしい。舶来とおぼしき大きな朱色の日傘やコサージュ

付きの帽子は当時としては貴重品であり、彼女らの暮らしを物語るとともに西欧の気配が地方に

も伝播してきた様子がうかがえます。人物の前面は逆光のため影となっていますが、そのことが

かえって背後から降りそそぐ陽の光を強く感じさせ、画面に奥行きを与えています。児島は当時

から光を効果的に配置することで日常的な場面を情感豊かな光景へと演出していく手法を得意

としていました。そして後のベルギー留学では、光の輝きをキャンバスに再現することを課題と

して、鮮やかな色彩による点描技法なども試みたのでした。

　ところで、《登校》が描かれたのは日清・日露戦争を経た明治39年。疲れきった日本で、子ど

もたちは必ずしも作品の少女たちのように衣食足りて、教育を受ける環境が許されていたとはい

えない時代でした。画家にとっては、子どもたちが学び、行く道を自ら選び取ることができるよ

うな、平和で豊かな社会への祈りを込めた制作だったのかもしれません。


